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■4～6 月期はマイナス成長を回避 

ベトナムの 2020年 4～6月期の実質GDP成長率は

前年同期比＋0.4％であった（右上図）。新型コロナ

前の成長ペースからみれば大幅な減速ではあるもの

の、他の ASEAN 諸国がマイナス成長に陥ったことを

考慮すれば、ベトナム経済は新型コロナウイルスに対

し耐性を発揮したと評価できる。 

このようにベトナム経済が相対的に安定していた

背景として以下 2 点を指摘できる。 

1 点目が新型コロナ感染第 1 波での活動制限を短期

で終えたことである。ベトナム政府は、SARS の経験

から自国の医療体制の脆弱さや感染拡大による医療

崩壊を警戒し、感染者の隔離・追跡を徹底した。これ

が奏功し、第 1 波の市中感染は 4 月中旬に抑え込みに

成功、活動制限措置も他の ASEAN 諸国より早く緩和

した。こうした結果、経済へのマイナス影響は比較的

軽微に抑えられた。 

2 点目が新型コロナ関連の輸出特需である。世界的

な感染拡大と活動制限措置の実施は、衣料品や自動車、

スマートフォン等への需要を激減させた一方、テレ

ワークの拡大や在宅時間の増加でパソコンやテレビ

等への特需をもたらした。この恩恵にあずかる形で、

4～6 月期のベトナムのコンピューター・同部品や機

械・器具輸出は前年同期比で約 2 割増加した。 

 

■感染第 2 波到来も、現行の活動制限なら年間マイナ

ス成長は回避の公算 

年後半のベトナム経済を展望するうえで懸念材料

となるのが、新型コロナ感染第 2 波による活動制限再

開の影響である。ベトナムでは 7 月 25 日に約 3 ヵ月

ぶりとなる市中感染が確認され、31 日には初の死者も記録した。これを受け、ベトナム政府は活動制限

レベルを再び引き上げた（右下図）。これに伴い、春以降に見受けられた景気持ち直しの動きはある程

度停滞を余儀なくされることとなろう。 

今後の景気動向は、活動制限再緩和のタイミング次第で大きく変わりうる。しかし、感染第 2 波の短

期収束に失敗しても、現在の活動制限レベルにとどまるのであれば、2020 年通年でのマイナス成長は回

避可能とみられる。現在の活動制限レベルは 4～5 月の平均に相当し、この状況が 10 月末まで続くケー

スを想定しても、2020 年の実質 GDP 成長率は＋2.0％と、プラス成長を維持すると予想される。 
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